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島根県益⽥市 

⼀般社団法⼈ ⼩さな拠点ネットワーク研究所 
サイボウズ株式会社 

 

サイボウズ株式会社（東京オフィス：東京都中央区、代表取締役社⻑：⻘野 慶久、以下 サイ

ボウズ）と島根県益⽥市（市⻑：⼭本浩章）そして⼀般社団法⼈⼩さな拠点ネットワーク研究

所（島根県⾢智郡⾢南町、代表理事：⽩⽯絢也）は協定を結び、クラウドを活⽤した⾃治組織

づくりの実証実験を７⽉１⽇より開始したことを発表します。 

この実験では、益⽥市と地域住⺠がサイボウズの「kintone」を使い、空き家の活⽤や⾃治組織

運営の負担軽減といった地域課題の解決に挑みます。実験は、６ヶ⽉間の実施を予定しており、

2017 年２⽉に成果報告を⾏います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■実証実験を⾏う背景：⼈⼝減少による⾃治運営の担い⼿不⾜が課題に 

島根県益⽥市は「⽇本創成会議」から発表された「消滅可能性都市」の１つです。1985年から

⼈⼝減少が進み、農業の担い⼿不⾜による不耕作地の増加、管理しきれていない⼭林や⾥⼭の

荒廃がもたらす⿃獣被害増加、空き家の増加などの課題が、近年散⾒されていました。 

島根県益⽥市、クラウドサービスを活⽤し 
地域住⺠が主役となる「⼈⼝減少に負けない⾃治組織づくり」の実験開始 

〜地域づくりシステムの基盤としてサイボウズ「kintone」を採⽤〜 



                                                    

 
 
 

そこで2013年より、地域が⼀体となり課題解決に向けて取り組める⾃治組織づくりを進めてき

ました。この取り組みが順調に進んだ地域では、活動が拡⼤した結果、⾃治組織の事務局スタ

ッフや、⾏政が配置したサポートスタッフへの負荷が⼤きくなっていました。 

益⽥市は、⼈⼝拡⼤に向けて定住施策に⼒を⼊れておりますが、⾃治運営の担い⼿不⾜は、今

後も恒常的な課題になると考えています。抜本的な解決に向け、ICTを活⽤した運営効率化の検

討を始めました。 

 

 

 ■kintone採⽤の背景：職種や世代の壁を超えたチームワークの醸成が可能なツールと評価 

効率的な⾃治運営を実現するシステムの検討を進めていたところ、当時益⽥市ふるさと教育の

情報共有ツールとして採⽤されていた、サイボウズのクラウドサービス「kintone」に⽬が⽌ま

りました。 

益⽥市では、保育園、⼩学校、中学校の先⽣と教育委員会の職員が、ふるさと教育で実施した

内容をkintoneで共有しています。過去の実施内容をもとに、教育機関が連携した「ふるさと教

育プラン」を作成でき、体系だった学習活動を実現できています。 

 

 
＜益⽥市ふるさと教育でのkintone活⽤イメージ＞ 

※ふるさと教育：地域の⾃然、歴史、⽂化、伝統⾏事といった資源を活⽤した教育活動のこと。2004年より、すべ

ての公⽴⼩中学校・全学年・全学級で実施されています。 

 

こちらの取り組みでは、保育⼠や教員、地域コーディネーターなど、様々な職種、世代のメン

バーが、kintone上で密にコミュニケーションを重ねて教育活動を磨き上げておりました。 



                                                    

 
 
 

この姿を⾒た益⽥市は、同サービスを地域づくりにも活⽤できるのではと考えました。さらに

サイボウズも、以前より地域のチームワークづくりに向けフィールドワーク活動を進めていた

ため、益⽥市の取り組みに賛同。サイボウズ、益⽥市、そして住⺠代表として⼀般社団法⼈⼩

さな拠点ネットワーク研究所が連携し、実証実験を⾏う運びとなりました。 

 

 ■実証実験の概要：⾃治運営効率化、住⺠主体の地域づくり。２つの⽬標に向けクラウドを活⽤ 

今回の実験では、益⽥市⼈⼝拡⼤課ほか関係部署、⼀般社団法⼈⼩さな拠点ネットワーク研究

所、そして益⽥市の中⼭間地域の⾃治組織が、官⺠⼀体となりkintoneを利⽤します。 

同サービス上では、事業の進捗管理や予算利⽤状況の管理をするだけでなく、野⽣動物の出現

情報といった、地域住⺠が⽇々の⽣活で必要になる情報も共有していく予定です。 

 
<kintoneを活⽤した地域づくりシステム イメージ図> 

 

 さらに、住⺠が主体となり、地域課題を解決する実験も⾏います。直近では「空き家マッチン

グ」 という課題に向けて、住⺠がkintoneを活⽤します。 

益⽥市では、ＵＩターン者の移住ニーズに応えるため、空き家バンク制度を運⽤していますが、

⾏政の取り組みだけでは物件の掘り起こしには限界があり、希望者に最適な空き家を提案するに

は⼗分ではありませんでした。そこでkintoneを活⽤し、益⽥市が持つＵＩターン者の情報と、

⾃治組織が持つ空き家情報を連携させ、移住希望者の住まい探しの効率化ができないかと考えて

います。 

益⽥市は今回の取り組みを通じ、地域住⺠が主体となり地域課題を解決できるチームづくりを⽬

指してまいります。サイボウズはこの取り組みの⽀援を通じ、地域のチームワーク作りに求めら

れる製品要件やライセンス体系を模索してまいります。 

 



                                                    

 
 
 

■今後の予定について 

現在、順次市⺠向けにアカウントの配布を開始していますが、９⽉24⽇（⼟）に、益⽥市⺠を

対象とした本実証実験の全体説明会を⾏います。 

 
 ▼地域をチームにしていこう。市⺠参加型ワークショップ 
 ⽇   時：2016 年 9 ⽉ 24 ⽇ 13:00 

 場   所：益⽥市⽴保健センター ⼤ホール 

        島根県益⽥市駅前町 17-1 益⽥駅前ビル EAGA３階 

 内   容：チームワークを「学ぶ」講座、kintone の活⽤事例ご紹介 

 主   催：益⽥市、サイボウズ株式会社、⼀般社団法⼈⼩さな拠点ネットワーク研究所  

 お申し込み：益⽥市役所⼈⼝拡⼤課（地域づくり⽀援室） 

       〒698-8650 島根県益⽥市常盤町 1-1 

       TEL.0856-31-0600  FAX.0856-23-7708 

 

■益⽥市概要 http://www.city.masuda.lg.jp/ 

益⽥市は、平成 26 年 2 ⽉に「⼈⼝拡⼤計画」を策定し、「①⼦育て世代に⼿厚く！②ＵＩター

ン⼤歓迎！③中⼭間地域を元気に！」を切り⼝に、⼈⼝拡⼤へ果敢に挑戦しています。 

平成 27 年 10 ⽉には「⼈⼝拡⼤計画」を基礎に置き、これをさらに発展させ、「①定住の基盤と

なるしごとをつくる②結婚・出産・⼦育ての希望をかなえる③益⽥に回帰・流⼊・定着するひと

のながれをつくる④地域にあるものを活かし、安⼼して暮らせるまちをつくる」の 4 つの基本⽬

標と、「ひとが育つまち益⽥」の実現を⽬指し、⼈材育成のための協働体制の構築を組み込んだ

益⽥市総合戦略を策定しています。 

この度の取組みは、地域に住み続けるための定住条件を整備するため、地域住⺠と市が協働しな

がら地域をつくり上げていく取組みです。地域住⺠が主体となり地域課題を解決できるチームづ

くりは、⽇本の中⼭間地域の協働⾃⽴モデルの必須条件と考えています。 

 

 

 ■⼀般社団法⼈⼩さな拠点ネットワーク研究所概要 

⼈⼝減少がすすむ⽇本において、コミュニティや地域社会の新たな運営⽅法を実証研究すべく

2016 年に設⽴しました。島根県、広島県や岡⼭県など、中国地⽅を活動拠点にし、地域づくり

案件や、⼤学との共同調査案件を⾏っています。提案だけに終わらず、地域住⺠と共に試⾏を繰

り返すことで、現場の⼿ごたえを⼤切にした事業を展開しています。 



                                                    

 
 
 

 ■サイボウズ株式会社 会社概要 http://cybozu.co.jp/ 

「チームワークあふれる社会をつくる」を企業理念におき、1997 年の創業以来⼀貫して組織の

チームワーク向上を⽀援するツールを開発・販売を⼿がけて います。企業内の情報共有を実現す

る「サイボウズ Office」「ガルーン」、プログラミング知識がなくても業務に必要なアプリを開

発できる「kintone」、メール共有サービス「メールワイズ」、無料グループウェア「サイボウズ

Live」の５製品を主⼒に展開し、現在国内 680 万⼈のお客様にご利⽤いただいています。  
------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
■報道関係者様からのお問い合わせ先 

サイボウズ株式会社 マーケティングコミュニケーション部：⼤滝 空 

〒103-6028 東京都中央区⽇本橋 2-7-1 東京⽇本橋タワー 27 階   

TEL: 03-4306-0803 / FAX: 03-5204-1040 / MAIL: pr@cybozu.co.jp  

益⽥市 政策企画局⼈⼝拡⼤課 地域づくり⽀援室 地域づくり⽀援係⻑ 岡﨑健次 

〒698-8650 島根県益⽥市常盤町１１ 

TEL:0856-31-0600/ FAX: 0856-23-7708 / MAIL:jinkokakudai@city.masuda.lg.jp 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 

※記載された商品名、各製品名は各社の登録商標または商標です。また、当社製品には他社の著作物が含ま

れていることがあります。個別の商標･著作物に関する注記については、こちらをご参照下さい。 

http://cybozu.co.jp/company/copyright/other_companies_trademark.html  


